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（3 月 5 日発行の FD 通信 R2-22 の続きです。あわせてお読みいただければ幸いです。） 

４．データサイエンス・AI 入門 

4-1 教科書と授業の構成 

私はデータサイエンスが専門ではありませんので，授業で何をすればよいのかよくわかってい

ませんでした。そのため，滋賀大学データサイエンス学部の教員の方々が執筆された「データサ

イエンス入門」 https://www.gakujutsu.co.jp/product/978-4-7806-0701-7/ を教科書として使うことに

しました。滋賀大学は「数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」の拠点 6 大学の

1 つですので，間違いないでしょう。また，教科書に合わせた動画が YouTube で公開されていて，

予習・復習に活用できます。この教科書の欠点は，記述が簡潔すぎることです。学生が理解でき

るようにするには，1 コマで 3 ページ分の内容を説明するのに，約 30 枚のスライド作成が必要で

した。資料を集めてデータサイエンス初心者の私が理解できるようにスライドを作成すると，結

果として学生にもわかりやすいスライドになったようでした。 

授業は，スライドを用いた解説とスプレッドシートや Python を用いた課題を組み合わせ，クリ

ッカーなども使いながら進めました。授業の当日中に解答する小テストで基礎知識の定着を図り，

週末までに提出する課題で，授業で習ったことをすぐに実際に試してみる構成としました。この

組み合わせは，学生にも好評でした。課題は私自身も楽しめるようなものという観点で，独自の

物を作成しました。授業のトピックは表１（FD 通信 R2-22）をご参照ください。 

4-2 受講者の構成 

受講者は 64 名で，実習を行うには適正な人数でした。文系の学生にも多く受講して欲しかった

のですが，ほとんどが工学部の学生でした。Python を使うので敬遠されてしまったのかとも思い

ましたが，国際地域学部の学生にはプログラミングが目的で受講した学生もいて「Python の実践

ができて非常に良かった」という感想をもらいました。様々な需要があるものだと実感しました。

工学部内ではほぼ学科定員に比例していますが，物質・生命化学科が少なめ，建築・都市環境工

学科は 0 名でした。学年別では 1 年生の受講者が多く，データサイエンス・AI に対する興味が強

いのかもしれません。 
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4-3 座学と実習の融合 

この授業でこだわったことは，実際にデータサイエンス・AI をツールとして使えるようになる

ことです。そのため，座学だけではなく，スプレッドシートや Python による実習を導入しました。

当初は 1～10 回目を講義室で座学，11～15 回目を情報処理演習室で実習という計画でしたが，コ

ロナ禍でリアルタイム遠隔授業での実施となったため，学生は常に PC の前に居ることになり，

毎週の授業で座学的内容と実習をミックスできるようになりました。結果としては，これが非常

に良かったと思っています。 

トピック「データ分析の基礎」では，G Suite に付属の Google スプレッドシートを主に使いまし

た。Microsoft 365 Web 版の Excel よりも機能が豊富で，データサイエンスの授業に十分使えるも

のです。クロス集計機能はかなり強力で便利でした。唯一，箱ひげ図だけはデスクトプ版の Excel

を使いました。後半のトピック「データサイエンスの手法」と「AI 実習」では，Python を使用し

ました。データサイエンス用のライブラリが充実しており，比較的簡単なプログラムでさまざま

な解析ができます。 

4-4 Colaboratory の活用 

Python は，高度な使い方も簡便な使い方もできる柔軟性に富んだプログラミング言語です。今

時，プログラミングは小学校でも必修になりましたし，大学生がプログラムを組めないわけには

いきません。初回の授業でアンケートを取ったところ，受講者の 70%はプログラミング未経験で，

多少焦りましたが，ほとんどの学生は十分に課題ができました。 

初学者でも無理なく実習を行うために Google Colaboratory が非常に有効でした。Python 学習環

境としてよく用いられる Jupyter Notebook を Google の仮想サーバ上で実行できるものです。面倒

なインストール作業は不要で，ブラウザさえあれば，いつでもどこでも，気軽にプログラミング

ができます。Classroom と一体として使うことができ，Classroom の課題をクリックすると

Colaboratoryが起動してすぐにPythonの課題に取りかかることができます。Notebookの名の通り，

課題の説明や解説とプログラムを混在して記述でき，プログラミング練習帳のような感じになり

ます。学生が最初に取り組んだ Python 実習課題の例を，資料 1 に示しておきます。 

4-5 AI 実習 

学生が AI にかなり興味を持っているのは実感していましたので，ニューラルネットワークを使

った実習を用意しました。比較的簡単でかつ目に見えて実感できる題材として，枕草子の「くず

し字」の文字認識を取り上げました。Keras という

Python のライブラリを使うと，Colaboratory 上で

GPU を用いたディープラーニングを簡単に実行す

ることができます。くずし字の学習用データは，人

文学オープンデータ共同利用センターで KMNIST

データセット http://codh.rois.ac.jp/kmnist/ として公

開されているものを使わせていただきました。古典

文学の文字認識は結構ホットな話題のようです。 



まず，いろいろな条件でくずし字を学習させ，

あまり賢くない AI や賢い AI を何通りか作成しま

す。これを使って，枕草子十三行古活字版 1（九州

大学附属図書館）から切り出した文字を認識させ，

判定の精度を評価するという課題です。 

中間層の数を変えたり，学習の繰り返し数を変

えたりすると学習の精度が変わり，過学習なども

実際に体験できます。AI の威力と限界の両方が実

感できたのではないかと思います。学習したのは

ひらがな 49 文字でしたが，意地悪な課題として漢字の文字判定もしてもらいました。「うまく認

識できない」という結果になると予想していたのですが，漢字の「乃」がひらがなの「の」に認識

されたりして，学生にも私にもいろいろと発見があって楽しめました。共通教育の授業でここま

でできるようになったのは，素晴らしい環境だと思いました。 

4-6 アンケート結果 

半期の授業終了後に学生に回答してもらったアンケートの結果を，資料 2 に添付します。全体

として学生はデータサイエンス・AIに非常に興味を持ち，将来役に立つと感じてくれたようです。

後半のトピックでは難易度が高いと感じた学生が増えています。リテラシーレベル「＋α」をタ

ーゲットとしていましたので狙い通りと言えますが，TA を活用したサポート体制の充実などが必

要だと思いました。なお，AI 実習を難しかったと回答した学生も，ほとんどが「興味を持った」

と回答しています。 

課題の分量については，毎週，フォームの問題と実習課題がありましたので，決して少なくは

なかったのですが，興味を持って取り組んでくれたようで，負担に感じる学生は少数でした。 

４．おわりに 

今回，データサイエンスの授業を担当させていただく機会を得ましたが，学生の興味もさるこ

とながら，教育や研究のツールとして非常に可能性を秘めたものだと実感しました。文部科学省

は「数理・データサイエンス・AI 科目」の全学必修化を推し進めていますが，文科省に言われる

までもなく，教育課程にうまく取り込んでいくと，学生も教員もハッピーになれるのではないか

と思います。 

学生の履修のわかりやすさや教育効果を考慮すると，1 年次に情報リテラシーの基礎とデータ

サイエンスのリテラシーレベル＋αを必修科目として履修し，その後，学生の興味や専門に応じ

て，より高度な科目を選べるような仕組みにするとよさそうです。そのうえで，既存の専門科目

にもデータサイエンスの要素を組み込んだり，複数学部混成で，グループワークを主体とした PBL

科目などを用意したりすると，学生の興味をより引き出せると思います。 

 

（長文にお付き合いいただき，ありがとうございました。） 

  



資料１ Google Colaboratory の実行画面の一例 

 

GAFA (Google, Amazon, Facebook, Apple) について，NY 証券取引所の株価データをインターネ

ットで取得してグラフにする課題です。プログラムは完成した形で与え，企業名を各自で書き換

えて実行してもらいました。GAFA の台頭に関する解説とセットになっています。 

  



資料２ 授業アンケートの結果 

半期の授業終了後に学生にアンケートを取りました。棒グラフは授業の 4 つのトピック別にな

っています（AI 実習は「データ分析実習」と表記）。回答数は 53（回答率 83%），縦軸は人数。 

（表 1 の一部を再掲） 

科目 トピック 内容 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
入
門 

現代社会とデータサイエンス 
データサイエンスとは 

ビッグデータ活用とデータ倫理，GAFA の台頭 

データ分析の基礎 
ヒストグラム，箱ひげ図，散布図，平均値と分散 

回帰直線，データ分析の注意点 

データサイエンスの手法 
クロス集計，回帰分析，ベイズ推論，クラスター分析 

決定木，ニューラルネットワーク，機械学習 

Python を使った AI 実習 
Python の基礎，COVID-19 データの可視化 

古典文学（くずし字）の文字認識 

 

 



 

 

 


